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1.研究計画の概要

(1)過去の優生思想や女性蔑視 に基づ く、

国家や社会運動家 による身体管理 の言説 を

分析 し、科学あるいは 「自然」概念を掲げた
バイオポ リテ ィクスの歴史的形態 を再検証

す る。

(2)現代の生殖補助医療の進歩 と普及に伴

う、医療従事者やメディアで流布する言説 を

分析 し、そこに働 く規範 としての 「自然」概

念の機能を分析す る。

(3)同 じく現代の生殖補助医療の展開に対

す る、特 にフェ ミニス トたちの諸言説 を整

理・検討 し、新 しい時代にふ さわ しい「身体」

概念の再構築を構想す る。

2.研究の進捗状況

(1)代表的なハンセン病療養施設 2ヶ 所を

訪問し、入所者への聞き取 りを集中的に行 う
と同時に、貴重な文献・資料を収集 した。具
体的には、「らい予防法」運用当時すでに科
学的 。医学的根拠を欠いていた強制隔離や断
種 。中絶の強要の生々しい実態を学ぶことで、
国家政策と医学による身体管理における「自
然主義」の、無批判な適用の危険性がいつそ

う明らかにされた。
また国際シンポジウムで戦時下・性奴隷化

の被害女性の証言を聴取する等、資料収集や

討議参加を通して、男性の性的欲望を「自然」
視することで身体管理が合理化 される過程
を精級に検証 した。これについては中間報告
的な出版 。発表を行った。
(2)助産師や性同一性障害の当事者への間

き取 りを行 うことで、医療現場や労働現場に
おける「自然J言説の機能と矛盾の一端を解

明した。また生殖補助医療の現場報告をはじ
めとする広範囲の文献資料を収集・検討 した。

代理出産、優生思想、生命倫理、ハンセン病、リ

(3)身体をめぐって理論的考察を深めてい

る研究者 を招いて各年度に研究会を実施 し、

哲学的 。倫理学的 。ジェンダー論的等 さまざ

まな視点か ら、「生殖」をめぐる論点の整理

と理論的深化を図つた。 とりわけ森岡正博 を

提題者 とした研究会では、倫理学者が近年重

要視 し、少子化対策などの社会政策にも通底

す る 「世代間倫理Jと い う理念が、いかに自

然主義 の観点か ら多 くの問題点を含 んでい

るかを示唆 され、本研究課題の解明の上で大

きな理論的前進 となった。

3.現在までの達成度

②おおむね順調に進展 している。
<理由>上述 した通 りに調査・資料収集を順

調に進めていると同時に、研究過程を積極的
に発表・公開している。

4.今後の研究の推進方策
上記 「研究計画の概要」に示されているよ

うに、本研究課題の射程は広範囲であると同

時に、文明論的な深い知見も包含 している。
よつて特に「計画Jの (2)、 (3)に関して

は、最終年度に向けていつそ う周到かつ精緻
な資料分析に当たる必要があると同時に、よ

り広い研究者の助力を仰 ぐことが要請 され

る。

5.代 表的な研究成果
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